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１はじめに

• 有機合成化学（理学）→電子ジャーナル＆オープン
アクセス（情報工学）→オープンサイエンス政策
（社会科学）

• 研究者コミュニティ（IUPAC, 化学会、研究イノベ
学会）←→出版・図書館コミュニティ（ALPSP, 
STM, SPARC） ←→政策コミュニティ（G7, OECD, 
MEXT）

• 試薬管理＆博論修論管理DB、ジャーナル電子付録、
ジャーナルアーカイブ、化学アーカイブ



http://www.matsuo‐acad.or.jp/cyousa.html

デジタルアーカイブとは

• デジタル大辞泉
– 博物館、美術館、公文書館などの所蔵資料を電子
化して保存・公開するシステム。絵画、彫刻、文
書、写真、映像などを対象とし、インターネット
を通じて資料目録を検索したり、デジタル画像な
どを閲覧したりできる。

• 図書館情報学用語辞典
– 有形・無形の文化財をデジタル情報として記録し，
劣化なく永久保存するとともに，ネットワークな
どを用いて提供すること．最初からデジタル情報
として生産された文化財も対象となる．
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２RDA総会から

• 併設イベント: Funder Forum (各国情報共有)
• IG: Chemistry Research Data (CIF & InChIs)
• BoF: An Open Research Data Survey (研究者の
意識調査)

• RDA幹部との懇談

• IG: Archives and Records Professionals for 
Research Data (ドメインごとの情報共有)

• IG: RDA/WDS Publishing Data Cost Recovery 
for Data Centres (データリポジトリの持続的運
用手法の検討)
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IG: Chemistry Research Data 
(CIF & InChIs)

• CIF&InChIs=Interoperable standard format for Chemists

https://www.ccdc.cam.ac.uk/Community/LOFHOF_6.png

http://slideplayer.com/slide/798419/

CIFというファイル

フォーマットを中核と
する、研究データ共有
と論文出版のフロー
が確立している。



BoF: An Open Research Data Survey 
(研究者の意識調査)

図表 1 公開データとOA論文の有無（いずれもn=1,398）https://www.cwts.nl/download/f‐53w2.pdf

IG: RDA/WDS Publishing Data Cost Recovery for Data 
Centres (データリポジトリの持続的運用手法の検討)

12月末OECD/GSFより公開予定



IG: Archives and Records Professionals 
for Research Data 

(ドメインごとの情報共有)

• Leah McEwen from the Chemistry Research 
Data IG

– 化学研究データに着目したデータマネジメン
ト(CDM)の現状と課題の報告

• Mike Hildreth from the Preservation Tools, 
Techniques, and Policies IG

– どのようなツールやポリシーがあれば、研究
データの利活用が進むか

Current RDA in nutshell

• FAIR Data Science

• アクターの信頼をどのように確保するか

漸次的な対応
（既存の信頼を得ている

手法の拡張）

非連続的な対応
（実行する組織や取組の
信頼性に依拠して活動）

解説

論文出版
ドメイン別プレプリントサー
バー＋ピアレビュージャーナル
（arXive＋物理系ジャーナル）

非政府系研究助成団体のオー
プンリサーチプラットフォー
ム（Wellcome Opren
Research）

プレプリントとして、論文の草稿
をオープンに掲載するのは同じだ
が、その後の質の保証を既存の
ジャーナル出版に依拠するか新し
い査読の手法を取り入れるか。

データ出版
データジャーナル＋引用
（Scientific Data＋Data
Citation）

データリポジトリ＋
altmetrics
（figshare+altmetric.com）

いわゆるジャーナル出版の仕組み
とインパクト評価をデータ出版に
適用するか、データリポジトリ
ベースにするかの違い。

研究データ共有
基盤

機関リポジトリへの研究データ
登載＋横断検索(IR+JAIRO
Cloud)

研究データ登載・管理プラッ
トフォーム(COS Open Science
framework)

論文のリポジトリの拡張による
データ登載か、データを中心とし
た管理プラットフォームかの違
い。

第32回研究・イノベーション学会年次学術大会 1H09 (2017.10)



３デジタルアーカイブとの接点

• 試薬管理DB作成と松尾学術振興財団

– No.6「化学物質は文化的遺産－ 保存活用体制の基盤
づくりの意義と支援策－」1997

• デジタルアーカイブ学会設立

– オープンアクセス、オープンサイエンスの現状と
「データアーカイブ」解説

– 『入門 デジタルアーカイブ —まなぶ・つくる・つ
かう』（12月刊行予定）

• IIIF Japan シンポジウム

– CIFとIIIFの親和性から見通すデータ利活用の鍵

IG: Chemistry Research Data 
(CIF & InChIs)

• CIF&InChIs=Interoperable standard format for Chemists

https://www.ccdc.cam.ac.uk/Community/LOFHOF_6.png

http://slideplayer.com/slide/798419/

CIFというファイル

フォーマットを中核と
する、研究データ共有
と論文出版のフロー
が確立している。

ファイルフォーマット駆
動型研究
IIIF（画像ファイル）の

規格が標準化された
ことで、人文社会学系
でも同じワークフロー
ができあがる可能性
がある。
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文化財とは

• デジタル大辞泉

– １ 文化活動の結果として生み出されたもので、文化
的価値を有するもの。

– ２ 文化財保護法で、保護の対象とされるもの。有形
文化財・無形文化財・民俗文化財・記念物・文化的
景観・伝統的建造物群の6種がある。
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文化活動の広がり（文化行政の視点から）

• 文部科学省 学制百二十年史
– http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/det

ail/1318520.htm
• 第十章 文化 → 第一節 文化行政の新しい展開 → 四 文化活

動の広がり
– 「国民が直接参加する文化活動は、音楽、美術、演劇、

文学、民謡・民舞、吟詠、茶道、煎（せん）茶道、華道、
香道、フラワー・デザイン、盆栽、囲碁、将棋、コントラ
クトブリッジ、菊作り、錦鯉（ごい）の飼育、食生活文化、
服飾文化等の広範な分野にわたり、（中略）近年のゆとり
と豊かさに対する志向の高まりの中で、文化財に対する関
心も増大しており、住民が文化財に愛着を持ち身近に接す
ることができるよう文化財の活用がますます求められてい
る。」



化学遺産

http://www.chemistry.or.jp/know/inheritance/

４データ文化醸成と文化財の拡張

• データ文化：G7科学技術大臣会合オープンサイエ
ンス作業部会、欧州オープンサイエンスクラウド宣
言

• 信頼性確保：FAIRデータ原則＋CoreTrust Seal、
Concordat

• 文化財の広がりの可能性：「科学と社会」の変容
（市民科学、クラウドファンディング）

• ストックとフロー：デジタルフロー、デジタルス
トック、ストック
– 研究データはフロー寄り、デジタルアーカイブはス
トック寄り、ただし、その境界は曖昧で、利活用、
サービスの観点から双方を使い分ける



G7 Italy (Trin)

• 2017年9月のG7科学技術大臣会合(イタリア)

– オープンサイエンス作業部会の報告書の披露

• オープンサイエンスは新しい研究パラダイムを生み出すも
のとして作業部会が継続することになった。
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address complex economic and societal challenges, are 
transforming the way in which science is performed 
towards Open Science paradigms. 

http://www.g7italy.it/sites/default/files/documents/G7%20Science%20Communiqu%C3%A9.pdf



論文のオープンアクセスから
オープンサイエンスに至る俯瞰図

Open Access Open Science

オープンデータ
(Open gov.)

研究データのオープン化

Creative Commons

オープンソース

2000’s 2010’s

Science 2.0+

Citizen Science

Self Archiving

Science Commons

機関リポジトリ Full OA (mega) journal

論文への 研究成果の

データベース, リポジトリ

研究活動のオープン化アクセスから 再利用へ

データ共有

データジャーナル

オープンイノベーション

漸次的な変化
改善・機能強化

非連続な変化
再設計

Code for X
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（学術的な活動）

（公、民間の活動）

文化財の広がりの可能性：
「科学自身」の変容

「科学と社会」の変容（市民科学、クラウドファンディング）

オープンサイエンスが目指すもの：出版・共有プラットフォームから研究プラットフォームへ
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.737
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将来ビジョンと戦略を持ち
×

信頼された手法に基づく
信頼された組織に基づく

×
マルチステークホルダーによる

対話の繰り返し（実践）
試行の繰り返し（実践）
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より上流、多様な貢献者の捕捉

よ
り
包
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的
、
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レ
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ブ
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に
把
握

識別子による管理
（DOI, ORCID等）

研究プラットフォーム
（研究活動マネジメント、トラフィック管理、ログ、メトリクス）

着想、研究費調達、人材獲得、
執行、管理プラットフォーム

出版/公開
プラットフォーム

データ作成/共有
プラットフォーム

DB
Peer 

Review
System

EJ/

データ
ジャーナル

リポジト
リ

ツール/
サービス

SNSの拡張

学術システム

貢
献
者

確立

実装

検討

研究が加速、効率化し、研究
者に限らない貢献者が見える

仕組みとサービス

新しい出版、情
報共有の仕組み

新しいインパクト
アセスメントと評
価への応用

新しい資金獲得
の仕組み

情報管理2016を一部改変
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.737
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